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民生費	 340億3,058万円
子どもや高齢者、体の不自由な方への福祉のために

教育費	 100億145万円
学校・学習館・体育施設などの整備や教育振興に

総務費	 73億2,227万円
行政運営のために	

土木費	 64億5,681万円
道路や公園の整備など、住みよいまちづくりに

衛生費	 54億2,961万円
ごみ収集や環境の保全、市民の健康を守るために

公債費	 45億6,167万円
市の借入金の返済のために

その他	 44億8,561万円
消防費・農林費・議会費・労働費・商工費など

市税　379億7,257万円
個人市民税や法人市民税、
固定資産税など

国庫支出金　140億9,351万円
国からの補助金など

都支出金　81億3,594万円
都からの補助金など

市債　37億9,920万円
建物の建設や土地の購入などのための
市の借金

地方消費税交付金　28億1,400万円
地方消費税のうち、市に
配分されるもの

使用料および手数料　14億9,217万円
施設使用料や申請手数料など

その他　39億8,061万円
基金からの繰入金や
分担金および負担金など
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ごみ減量とリサイクル

　家庭ごみ戸別収集・有料化の
安定のため、高齢者へのごみ出
し支援、不法投棄パトロールな
どを行います。店舗や企業のご
みは分別指導等により減量を推
進。ごみ処理基本計画の改定を
行います。清掃工場の移転に向
けて、周辺住民の方々に丁寧に
説明を進めます。

一般会計
722億8,800万円
（前年度比3.9%増）

立川市の予算
総額1,312億1,870万円
（前年度比5.6%減）

特別会計
589億3,070万円

（前年度比15.1%減）

　一般会計は、福祉や教育、
防災、道路の整備など、市
の基本的な仕事を行うため
の会計です。主な収入源は
市税や国・都からの補助金
などです。一般的に市の予
算とは、この一般会計のこ
とを言います。

市の予算は2つの会計に
分類できます

一般会計722億8,800万円はこのようになっています

　特別会計は、一般会計とは区別して特定の収入を特定の歳出に充
てて経理する必要のある事業について設けられている会計です。

①競輪事業
207億9,810万円
（前年度比34.7％減）

④駐車場事業
1億5,407万円
（前年度比15.9％減）

②国民健康保険事業
189億7,014万円
（前年度比2.9％増）

⑤介護保険事業
106億2,911万円
（前年度比3.5％増）

③下水道事業
51億6,943万円
（前年度比7.3％減）

⑥後期高齢者医療事業
32億985万円
（前年度比4.7％増）

平成26年度

予算の概要
　市は、「持続可能で安全・安心の
地域づくり」の実現に向け、5つの
重点施策を中心に平成26年度の予
算を編成しました。一般会計と6つ
の特別会計の総額は、

1,312億1,870万円で、
前年度に比べて77億4,249万円の減
となっています問財政課・内線2676

5    つの
重点施策

にぎわいの創出と
安全・安心のまちづくり

　地域が行うまちづくりの支援
や、南口のデッキをはじめとした
立川駅前の整備を行います。ま
た、駅周辺のパトロールなどを行
います。防災対策として災害時に
支援を要する方の支援体制確立を
進め、災害時に重要となる道路沿
いの建築物耐震化を促進します。

子どもの幸せのために

　保育園、学童保育所の新設・
建て替えによる定員増や、定期
利用保育、サマー学童の拡充を
行います。また、新たに5歳児相
談を実施し、途切れ・すき間の
ない発達支援を推進します。寡
婦（夫）控除のみなし適用も実施。
中学校では学力向上に向け、全校
に学習指導支援員を配置します。

行財政改革
　公立保育園の民営化推進や児童
館・泉市民体育館へ指定管理者制
度を導入し、民間の力を活用しま
す。さらに、市ホームページをリ
ニューアルし、動画配信をはじ
め、情報提供を積極的に行ってい
きます。小・中学校ホームページ
も刷新します。職員の定数の適正
化にも継続して取り組みます。

平成26年度は
約9億7,000万円を確保

　行財政改革の成果として、平成
26年度は約9億7,000万円の財源を
確保しました。主な内容として、
職員の退職手当等を見直し、約
3,800万円を削減。羽衣・富士見児
童館や泉市民体育館への指定管理者
制度の導入、見影橋保育園の民営化
等により約４億４,500万円を削減。

公共施設のあり方の
検討

　保全計画に基づき一小の建て
替えや九小の大規模改修など小・
中学校の施設改修を行います。
また、今後の公共施設の有効活
用について検討を行います。さ
らに市営住宅改修工事や道路・
橋・下水道などのライフライン
の長寿命化を図ります。

次の施策にも力点を
おいて取り組みます

　立川市の平成27年度から10年
間のまちづくりの羅針盤となる第
4次長期総合計画の策定を進めま
す。また、職員の人材育成とコン
プライアンスの推進に取り組みま
す。子どものための初期救急平日
準夜間診療室の開設や、糖尿病重
症化予防指導にも取り組みます。
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